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１ 開会（19:00～） 

 

２ あいさつ 
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３ 議事 

（１）意見聴取事項 

① 「後世に残したい栃木市の文化資源４８選」に掲載する地域の文化資源 

の選定について 

〈説明〉 

  担当課に対し、説明を求める。 

   

文化課が資料に基づき説明。 

  【趣旨】 

  栃木市文化振興計画において、文化資源を調査・整理しデータベース化する

こと、及び「各地域における文化資源の施策」の中でも地域の文化資源の掘り

起こしを掲げている。これらの施策を推進し、「地域文化を活かしたまちづく

り」を図るため、各地域の文化資源を調査・整理し、まとめたものを、「後世

に残したい栃木市の文化資源４８選」として作成するとともに、平成２９年度

以降、選定した文化資源の看板を設置し、冊子を見ながら巡ってもらえるよう

にするなどの活用を進めていく。 

 

【事業内容】 

  各地域の文化資源を調査員が調査するとともに、ご意見いただき、文化課で

選定した６つの文化資源について、各地域会議において、地域のまちづくりに

活かしていくことも念頭におきながらご意見いただいたものを、地図や写真も

入れるとともに、城址や史跡を巡るモデルコースも掲載した冊子を作成する。

調査した各地域の文化資源については、一覧表として市ホームページに掲載し

ていく予定である。 

（スケジュール）文化資源調査期間 ４月～ ８月 

         文化資源選定   ９月～１１月 

          冊子作成   ～平成２９年３月 

 

  西方地域においては、調査員が取りまとめた９０の文化資源から、文化課が

選定した６つの文化資源［①鉄造薬師如来坐像（金井）、②西方城址・二条城

址（本城）、③真名子城跡（真名子）、④実相寺（元）、⑤小倉堰（本城）、⑥八

百比丘尼尊像（真名子）］について西方地域会議の意見を伺う。 

 

〈意見・質問〉 

 委員に対し質問を求める。 

 

 この文化資源の選定は、一人の調査員によるものなのか。 

 

 調査員を各地域一人選任して、その地域をまわっていただいた。 

 

 調査員の主観は入らないのか。また、お寺を選定する時の基準は何か。 
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 また、選定された文化資源を見て回れるコースを作りたいとのことだが、土地

所有者等の了解は得られているのか。また、その際の案内看板等の整備について

は、ちゃんと整備されずに地域予算提案制度を使ってやらなければならなくなる

ようでは困る。やるならやるできちっと整備をしていただきたい。 

 

 各地域の文化資源の中からの６つに絞る際の選定にあたっては、あくまで文化

課において素案を作った。調査員にはそれについての了解を得たというだけのも

のである。 

 

 お寺については、県の指定や市の指定の文化資源があるところを選定させてい

ただいた。 

 看板等の予算については、文化課の方で予算化していく。地域予算での整備は

考えていない。 

 

 お寺については色々な意見が出るのではないか。選定基準が問われると思う。

誰がどのような基準で選定したのかを答えられるように整理しておく必要があ

る。 

 

 それらのことも踏まえて地域会議にお諮りしたい。文化課で案として選定した

６つの文化資源がそのまま掲載されるということではなく、それらのことも踏ま

えて検討いただきたい。変更することも可能である。 

 

 この４８選の４８という数字はどういうものなのか。仮に選定に苦慮するから

４９選にするということもある得るのか。 

 

 冊子を作る関係上、ページ数等を考慮した中で、各地区に割りふりをして妥当

なところであるということで決めさせていただいた数である。 

 

 現時点の案の中で選定されている実相寺は西方では最も古いお寺の一つであ

り、そういったこともあり選定されているのかとも推測されるが、やはり、調査

員を含め、ある程度の知識をもった方々がそれなりの理由をもって選定している

ものなので、知識のない我々がどうこう言うものでもないかと思う。 

 

 実相寺よりも古いといわれているお寺はある。お寺に関しては色々な考え方が

あると思う。 

 

 選定に関しては、それぞれに色々な考えはあると思うが、調査結果を基にして

いるということなので、そういったことも踏まえて尊重していきたい。 

 

 近津神社ではどうか。この地域一帯を治めた有名な神社であったと聞いてい

る。その方が無難ではないか。 
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 お寺で悩むなら入れないでいいのではないか。 

 

悩むというより、その選定基準がどういうものかという確認であり、選定する

にあたって確固とした理由があれば特に問題ないのではないか。お寺は選んでは

いけないということはないと思う。 

 他に質問が無ければここで担当課には退室をお願いする。 

  

〈採決〉 

 只今、文化課から意見聴取があったことに対して、地域会議として意見として

提起することはあるか。 

 特に無ければ照会のとおり了承することでよろしいか。 

 

 異議なし。 

 

 照会のとおり了承することで回答する。 

 

  ② まちづくり実働組織認定申込について（にしかたわくわく隊） 

 〈説明〉 

  担当課に対し、説明を求める。 

   

  地域づくり推進課に代わり事務局が資料に基づき説明。 

 【概要】 

  西方地域のまちづくり実働組織「にしかたわくわく隊」から、まちづくり実 

働組織認定申込書の提出があったことから、市長より西方地域会議に対し認定 

についての意見を伺う。 

 

〈意見・質問〉 

 委員に対し質問を求める。 

 

 意見なし。 

 

〈採決〉 

 にしかたわくわく隊を認定まちづくり実働組織とすることに異議はないか。 

特に無ければ照会のとおり了承することでよろしいか。 

 

 異議なし。 

 

 照会のとおり了承することで回答する。 

 

４ その他 

  （１）委員報告  なし 
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  （２）事務連絡 

     ・地域自治交流会  

平成２８年１０月８日（土）午後２時～ 西方総合文化体育館 

 

    ・次回地域会議 

       平成２８年１１月２４日（木）午後７時～ 西方公民館 

 

５ 閉会（～19:31） 

 

 


